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茨城県から得られた熱帯・亜熱帯性ボラ科魚類 4種の北限記録

外山太一郎 1・福地伊芙映 2・山崎和哉 1

Young specimens (<51.3 mm standard length) of four tropi-
cal and subtropical species of Mugilidae, Crenimugil crenilabis 
(Forsskål, 1775), Moolgarda engeli (Bleeker, 1858), Moolgarda 
seheli (Forsskål, 1775) and Oedalechilus labiosus (Valenciennes, 
1836), were collected from Ibaraki Prefecture, Pacific coast of 
Honshu Island, Japan. Specimens of the species represented the 
first records for each species from Ibaraki Prefecture and the 
northernmost records in Japan. These examples suggested that 
young individuals of the species are transported by the Kuroshio 
Current from southern area to Ibaraki coast.
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 Abstract

ボラ科魚類は熱帯から温帯にかけての沿岸域や汽水域

に分布し，世界で約 20属が知られる（Nelson et al., 2016）．

日本からは 8属 16種が知られ，その大半はインド・太

平洋に広く分布する熱帯・亜熱帯性の種である（Harrison 

and Senou, 1999；瀬能，2013）．本邦産の種のうち，フウ

ライボラ Crenimugil crenilabis (Forsskål, 1775)，オニボラ

Ellochelon vaigiensis (Quoy and Gaimard, 1825)，タイワンメ

ナダ Moolgarda seheli (Forsskål, 1775)およびワニグチボラ

Oedalechilus labiosus (Valenciennes, 1836)などの熱帯・亜熱

帯性の種は，成魚が琉球列島にのみ出現する一方，稚魚・

未成魚は夏から秋の高水温期に九州・四国・本州の沿岸

域にも出現することが知られており，九州以北での出現

は無効分散であると考えられている（瀬能，2013；瀬能，

2014a–c；北原ほか，2019）．

本州中央部の太平洋側に位置する茨城県の沿岸域は，

鹿島灘の南部を東から北東に流れる黒潮の影響を受ける

一方で，北海道東方から南下する親潮系水が海面まで顕

著に現れる最南端の海域である（友定・久保，1980；久

保，1988）．このように寒暖両方の海流の影響を受ける本

県の沿岸や河川からは，数多くの魚類相の報告があり，

ボラ科魚類はメナダ Chelon haematocheilus (Temminck and 

Schlegel, 1845)，セスジボラ Chelon lauvergnii (Eydoux and 

Souleyet, 1850)，タイワンメナダ Moolgarda seheli (Forsskål, 

1775)およびボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758の

4種が記録されている（例えば，浅野ほか，1955；水資源

開発公団・資源科学研究所，1968；中村，1989；Gomyo et 

al., 1994；堀，1996；稲葉ほか，1996；稲葉，1997；舟橋，

2007；Nanami and Endo, 2007）．しかし，これらのうちタ

イワンメナダの記録は誤同定である可能性が高く（本研

究），残りの 3種は九州，本州および北海道で成魚がみら

れる，いわば温帯性の種であり（益田ほか，1984；瀬能，

2013；尼岡ほか，2020），本県において熱帯・亜熱帯性ボ

ラ科魚類の標本に基づく確実な記録はない．

2019年 10月から 2020年 11月にかけて，茨城県の沿岸

と河川における採集調査を行ったところ，黒潮によって本

県沿岸まで輸送されたと考えられる熱帯・亜熱帯性のボラ

科魚類 4種を採集した．本研究では，得られた標本の形態

や同定の根拠を記載するとともに，これら 4種の出現につ

いて考察した．

材料と方法
標本の採集は漁港内の斜路（大津漁港，河原子漁港，

大洗漁港），外洋に面した磯の潮間帯（ひたちなか市平磯

地先）および河川の河口域（茂宮川，大川）で行った（Fig. 1）．

採集にはたも網（口径 35 cm，目合 2 mm）を用い，茂宮

川河口を除いて夜間に行った．採集した標本は 10%ホル

マリン水溶液で固定し，その後 50%イソプロピルアルコー

ル水溶液で置換して保存した．10%ホルマリン水溶液に

は体表のグアニンが消失するまで浸漬した．固定前の生鮮

状態と固定後の状態でそれぞれ標本のカラー写真を撮影
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し，色彩はこれらの画像に基づいて記載した．ボラ科魚類

の稚魚の同定には黒色素胞の状態が重要であるため，色彩

の記載はそれらに重きを置いた．標本の計数・計測方法は

Senou et al. (1987)に従い，計測はデジタルノギスおよび

ディバイダーを用いて 0.01 mm単位まで行った．標準体

長は SLと表記した．標準和名と学名は瀬能（2013）に従っ

た．本研究に用いた標本は北海道大学総合博物館（HUMZ）

に保管されている．

Crenimugil crenilabis (Forsskål, 1775)

フウライボラ
（Fig. 2A, B; Table 1）

標本　HUMZ 231801，51.3 mm SL，茨城県東茨城郡

大洗町（大洗漁港），2020年 9月 12日，外山太一郎；

HUMZ 231803，31.5 mm SL，茨城県日立市河原子町（河

原子漁港），2020年 10月 3日，外山太一郎・山崎和哉；

HUMZ 231806，49.9 mm SL，茨城県日立市河原子町（河

原子漁港），2020年 10月 6日，丹野晶博；HUMZ 231812，

27.2 mm SL，茨城県日立市河原子町（河原子漁港），2020

年 11月 13日，外山太一郎・丹野晶博．

記載　標本の計数値と計測値の SLに対する百分率を

Table 1に示した．体は細長い紡錘形．頭部と体はやや側

扁し，体は後方に向かうにつれてさらに側扁する．上顎

は下顎の先端をわずかに越えるか同程度．上唇は肥厚す

る．上唇下部全体に小乳頭状突起が密在し，下唇前縁はひ

だ状を呈する．主上顎骨後端は口角部をはるかに超え，閉

口時は溝の中に収納され露出しない．HUMZ 231801およ

び 231806（それぞれ 51.3，49.9 mm SL，比較的大型の個

体）では吻長は眼径よりも長いが，HUMZ 231803および

231812（それぞれ 31.5，27.2 mm SL，比較的小型の個体）

では吻長は眼径よりも短い．HUMZ 231801および 231806

（大型個体）では眼の上縁が胸鰭基底上端と同程度の高さ

に位置するが，HUMZ 231803および 231812（小型個体）

では眼の上縁が胸鰭基底上端よりも上方に位置する．脂瞼

はあまり発達せず，眼窩前方に三日月型のゼラチン様組織

がわずかにあり，虹彩の前部をごくわずかに覆う．HUMZ 

231801では眼窩後方にもゼラチン様組織がわずかにある

が，虹彩の後部は覆わない．涙骨下縁は緩やかに湾入する．

頭部背面の最前部の鱗は後鼻孔に達しない．第 1背鰭起部

は体の中間より後方に位置し，吻端よりも尾鰭基底に近い．

第 2背鰭起部は臀鰭第 2軟条基部直上に位置する．胸鰭基

底上端は鰓孔上端の後方，体側正中線より上方に位置する．

胸鰭先端は尖り，胸鰭長は頭長より短い．腹鰭起部は胸鰭

基底下端の直下より後方，胸鰭上縁の中央部付近に位置す

る．腹鰭は短く，臀鰭起部に達しない．尾鰭後縁は湾入す

る．肛門は臀鰭直前に位置する．

色彩　鮮時（Fig. 2A）：吻部から尾柄部にかけての体背

面は淡い黒褐色．体側正中線付近からやや背側にかけては

黄色味が強い黄褐色で，下方に向かうにつれて薄くなる．

眼の下方から体腹部にかけては一様に銀白色．瞳孔は黒色

で，虹彩は橙色だが部分的に銀白色．第 1背鰭の棘は黒色

素胞に覆われる．第 1背鰭の鰭膜上に，棘に沿って黒色素

胞が並ぶ．第 2背鰭の鰭膜上に，軟条に沿って黒色素胞が

並ぶ．第 2背鰭の下部に黒色素胞が密集し，黒色斑をなす．

臀鰭軟条上には黒色素胞が並ぶが，後方の軟条に向かうに

つれて少なくなる．また，それらの軟条の基部と末端には

黒色素胞がない．尾鰭には黒色素胞が散在し，縁辺部でや

や多い．胸鰭膜上には鰭条に沿って黒色素胞が並ぶが，下

方に向かうにつれて少なくなる．胸鰭基底上端に黒色素胞

が密集し，小黒点をなす．腹鰭には黒色素胞が全くないか，

第 1軟条の中央部付近にわずかにある．

ホルマリン固定後（Fig. 2B）：吻部から尾柄部にかけて

の体背面は黒褐色で，体側は赤みのある淡い黄褐色．体側

の赤みは体側中央から尾柄部にかけてやや強い．眼の下方

から臀鰭起部にかけての体腹部は白色．体には黒色素胞が

散在し，体背面ほど密に分布するが下方になるほど少なく，

腹部にはない．鰓蓋上部には黒色素胞が密に分布するが，

下部では少なく，最下部には全くない．眼窩下縁に沿って

わずかに黒色素胞があるが，その下方に黒色素胞はない．

瞳孔は白色半透明．虹彩の地の色は銀灰色で，周縁部は黒

色がかる．各鰭の黒色素胞の状態は鮮時と同様．

分布　紅海，マダガスカルからツアモツ諸島にかけ
てのインド・太平洋に広く分布する（Harrison and Senou, 

1999）．国内では茨城県日立市河原子漁港および大洗町大

洗漁港（本研究），東京湾（横浜市，横須賀市および館山

湾）（河野ほか，2011），千葉県小湊（中村，1937；岡部，

1996），神奈川県城ヶ島（岡部，1993），伊豆半島須崎（林

Fig. 1. Map showing sampling sites along coast of Ibaraki Pre-
fecture, Japan.
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ほか，1992），静岡県浜名湖（北原ほか，2019），愛媛県来

村川（水野ほか，1999），高知県以布利（前田，2001b），

日向灘（Iwatsuki et al., 2017），山口県日本海側（河野ほか，

2014），豆南諸島（Kuriiwa et al., 2014），小笠原諸島（Randall 

et al., 1997；佐々木ほか，2015），口永良部島（木村ほ

か，2017），屋久島（Motomura and Harazaki, 2017），奄美

大島（Nakae et al., 2018），喜界島（Fujiwara and Motomura, 

2020），徳之島（Mochida and Motomura, 2018），沖永良部

島（Motomura and Uehara, 2020），与論島（瀬能，2014a），

沖縄島（鳥居ほか，2011），石垣島（神田ほか，2009），西

表島（瀬能・鈴木，1980），与那国島（Koeda et al., 2016）

などから記録されている．

備考　本標本は上唇が肥厚すること，上唇下部全体に
小乳頭状突起が密在し，下唇前縁はひだ状を呈すること，

主上顎骨後端が口角部をはるかに超え，閉口時は溝の中

に収納され露出しないこと，胸鰭基底上端に黒色素胞が密

集し小黒点をなすこと，縦列鱗数が 38–39，横列鱗数が 12

であることが，Harrison and Senou (1999)，瀬能（2013）お

よび瀬能（2014a）が示したフウライボラ C. crenilabisの

特徴とよく一致したため，本種に同定された．本標本の

うち比較的大型の個体（HUMZ 231801, 51.3 mm SLおよび

HUMZ 231806，49.9 mm SL）では，吻長が眼径より長く，

眼の上縁が胸鰭基底上端と同程度の高さに位置していたの

に対し，比較的小型の個体（HUMZ 231803，31.5 mm SL

および HUMZ 231812，27.2 mm SL）では，吻長が眼径よ

り短く，眼の上縁が胸鰭基底上端よりも上方に位置してい

た．これらの特徴は，それぞれ標準体長が異なる個体にお

いて確認されたことから，成長に伴う変化であると考えら

れた．

これまで知られていた本種の分布北限は，東京湾内に

位置する神奈川県横浜市であった（河野ほか，2011）．また，

東京湾外における分布北限は千葉県小湊であった（中村，

1937；岡部，1996）．したがって，本研究で得られた標本

は茨城県初記録であると同時に，これらのうち日立市河原

子漁港で得られた標本は，本種の分布北限記録となる．

Moolgarda engeli (Bleeker, 1858)

モンナシボラ
（Fig. 3A, B; Table 1）

標本　HUMZ 231795，26.7 mm SL，茨城県東茨城郡

大洗町（大洗漁港），2020年 8月 26日，外山太一郎；

Fig. 2. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Crenimugil crenilabis from Kawarago Fishing Port, Kawarago, Hitachinaka, Ibaraki 
Prefecture, Japan (HUMZ 231806, 49.9 mm SL).
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HUMZ 231798，28.2 mm SL，HUMZ 231799，26.2 mm SL，

茨城県東茨城郡大洗町（大洗漁港），2020年 8月 30日，

外山太一郎・山崎和哉；HUMZ 231802，28.1 mm SL，茨

城県日立市河原子町（大川河口），2020年 9月 19日，外

山太一郎．

記載　標本の計数値と計測値の SLに対する百分率を

Table 1に示した．体は細長い紡錘形．頭部はやや側扁し，

後方に向かうにつれてさらに側扁する．上顎は下顎の先端

をわずかに越える．上唇はやや薄い．両唇は滑らか．主上

顎骨後端は口角部をはるかに超え，閉口時は溝の中に収納

され露出しない．吻長は眼径よりも短い．眼の上縁は胸鰭

基底上端と同程度の高さに位置する．脂瞼はあまり発達せ

ず，眼窩前方に三日月型のゼラチン様組織がわずかにあり，

虹彩の前部をごくわずかに覆う．涙骨下縁は緩やかに湾入

する．頭部背面の最前部の鱗は前鼻孔よりも前に達する．

第 1背鰭起部は体の中間より後方に位置し，吻端よりも尾

Crenimugil crenilabis Moolgarda engeli Moolgarda seheli Oedalechilus labiosus
n = 4 n = 4 n = 10 n = 2

Standard length (mm; SL) 27.2–51.3 26.2–28.2 27.7–34.7 28.5–36.3
Counts 
Dorsal fin rays IV-9 IV-9 IV-9 IV-8
Anal fin rays III, 9 III, 9 III, 9 III, 9
Pectoral fin rays 16–17 15–16 16–18 18
Pelvic fin rays I, 5 I, 5 I, 5 I, 5
Caudal fin rays 7 + 7 = 14 7 + 7 = 14 7 + 7 = 14 7 + 7 = 14
Lateral scale series 38–39 31–32 38–39 32–33
Transverse scale rows 12 10 12 11
Measurements (% of SL)
Total length 124.4–129.3 (127.5) 123.8–127.7 (126.6) 123.8–128.5 (125.5) 127.3–128.0 (127.7)
Prefirst dorsal fin length 53.9–55.7 (54.6) 54.2–56.2 (55.3) 51.6–55.1 (53.8) 54.5–56.0 (55.3)
Presecond dorsal fin length 73.3–76.4 (75.1) 76.3–78.0 (77.3) 73.4–77.9 (75.3) 76.1–76.3 (76.2)
Prepelvic fin length 41.0–45.4 (43.1) 43.0–44.5 (43.7) 43.0–44.7 (43.0) 42.2–44.0 (43.1)
Preanal fin length 70.8–75.7 (72.6) 71.8–73.9 (72.8) 70.1–75.0 (73.2) 67.8–68.6 (68.2)
Caudal peduncle length 15.9–19.0 (18.1) 16.1–18.9 (17.6) 16.6–19.7 (18.3) 20.2–20.6 (20.4)
Distance between first and second dorsal fins 20.5–21.5 (21.1) 22.4–22.9 (22.7) 20.8–23.8 (22.3) 21.6–22.2 (21.9)
Head length 28.4–31.0 (30.1) 30.8–32.9 (31.9) 27.4–31.4 (29.9) 27.3–28.9 (28.1)
Snout length 8.1–9.0 (8.6) 8.3–9.8 (9.0) 6.6–8.6 (7.7) 7.1–7.9 (7.5)
Postorbital length 13.1–14.3 (13.8) 14.5–16.5 (15.6) 13.2–15.4 (14.4) 11.3–11.5 (11.4)
Eye diameter 8.2–10.3 (9.3) 9.0–9.5 (9.3) 8.4–9.5 (9.1) 9.0–9.9 (9.4)
Interorbital width 11.2–13.4 (12.6) 13.1–13.5 (13.3) 11.5–13.4 (12.3) 13.2–13.8 (13.5)
Thickness at pectoral fins 15.9–18.5 (16.8) 15.5–17.5 (16.2) 14.5–17.4 (15.9) 17.8–18.3 (18.1)
Thickness at first dorsal fin 9.1–13.5 (10.9) 8.6–9.9 (9.2) 8.7–12.1 (10.5) 12.0–12.1 (12.1)
Thickness at second dorsal fin 5.1–8.6 (7.0) 6.3–7.1 (6.6) 6.0–8.6 (7.5) 7.8–8.4 (8.1)
Width of mouth 8.4–10.1 (9.2) 7.7–10.6 (9.2) 7.2–10.3 (8.9) 8.5
Thickness of upper lip 3.0–3.9 (3.4) 1.5–1.8 (1.7) 1.4–2.9 (1.9) 2.6–2.7 (2.6)
Lower jaw length 5.0–6.7 (5.6) 5.1–6.5 (5.8) 4.9–6.9 (5.7) 4.3–4.4 (4.3)
Depth at mouth corner 8.5–9.3 (8.8) 7.7–8.6 (8.1) 6.4–9.2 (7.6) 7.0
Depth at eye 16.5–19.6 (17.9) 19.1–19.7 (19.5) 18.1–19.4 (18.9) 18.5–18.8 (18.7)
Depth at pectoral fin 20.8–23.1 (22.1) 23.6–24.5 (24.0) 22.5–24.8 (23.8) 23.6–25.2 (24.4)
Depth at first dorsal fin 23.1–26.1 (24.7) 24.9–27.5 (26.0) 23.2–28.1 (25.6) 25.8–29.7 (27.7)
Depth at anal fin 21.1–23.7 (22.2) 22.0–25.2 (23.5) 21.0–24.6 (23.1) 23.9–27.2 (25.5)
Caudal peduncle depth 11.9–12.9 (12.4) 11.5–12.6 (12.1) 11.6–13.2 (12.4) 12.3–13.6 (12.9)
Pectoral fin length 21.6–24.0 (22.9) 19.9–21.4 (20.9) 18.6–21.3 (20.2) 24.3–24.6 (24.5)
Pectoral fin base length 6.0–6.7 (6.3) 5.9–6.6 (6.3) 5.6–6.4 (5.9) 7.1–7.5 (7.3)
Axillary scale length 5.9–7.2 (6.6) 6.0–7.1 (6.4) 5.2–7.2 (6.2) 4.0–5.4 (4.7)
First dorsal spine length 11.6–12.6 (12.2) 14.2–15.6 (14.8) 11.2–14.9 (12.9) 14.0–14.1 (14.1)
Second dorsal spine length 10.9–12.9 (11.9) 13.0–14.7 (13.9) 9.9–13.8 (12.4) 10.9–11.8 (11.3)
Third dorsal spine length 9.9–11.6 (10.6) 12.2–12.7 (12.5) 9.4–12.7 (10.9) 10.3
Forth dorsal spine length 5.9–7.5 (6.5) 8.3–9.2 (8.7) 6.9–8.5 (7.7) 6.5–6.9 (6.7)
First dorsal fin base length 4.0–5.5 (4.9) 5.1–7.5 (6.0) 4.7–6.5 (5.6) 4.8–5.8 (5.3)
Dorsal obbasal scale length 5.2–7.8 (6.7) 7.8–9.5 (8.8) 6.1–8.1 (7.2) 6.8
Second dorsal fin height 15.1–18.6 (16.6) 14.6–16.6 (15.8) 13.6–16.1 (14.6) 16.2–16.6 (16.4)
Second dorsal fin base length 8.9–10.3 (9.5) 9.9–10.6 (10.2) 9.4–10.6 (10.1) 8.0–8.5 (8.2)
Pelvic fin length 16.1–17.6 (16.6) 16.5–17.8 (16.9) 14.0–16.1 (15.2) 16.0–17.7 (16.9)
Pelvic obbasal scale length 3.6–5.2 (4.5) 5.2–7.1 (6.3) 4.3–6.7 (5.5) 5.4
Anal fin height 17.7–18.7 (18.1) 17.7–18.7 (18.1) 14.2–17.8 (15.9) 20.1–20.2 (20.1)
Anal fin base length 11.8–12.6 (12.2) 11.6–14.1 (12.8) 11.8–13.4 (12.4) 14.8

Table 1. Counts and proportional measurements of four mugilid species examined in this study. Values in parentheses indicate means.
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鰭基底に近い．第 2背鰭起部は臀鰭第 4軟条基部直上に位

置する．胸鰭基底上端は鰓孔上端の後方，体側正中線より

上方に位置する．胸鰭先端は尖り，胸鰭長は頭長より短い．

腹鰭起部は胸鰭基底下端の直下より後方，胸鰭上縁の中央

部付近に位置する．腹鰭は短く，臀鰭起部に達しない．尾

鰭後縁は湾入する．肛門は臀鰭直前に位置する．

色彩　鮮時（Fig. 3A）：吻部から尾柄部にかけての体背

面は淡い黒褐色．体側正中線よりもやや背側付近は黄色味

が強い淡い黄褐色で，下方に向かうにつれて薄くなる．眼

の下方から体腹部にかけては一様に銀白色．眼の下方から

鰓蓋にかけて黒色素胞が散在する．瞳孔は黒色で，虹彩は

橙色だが部分的に銀白色．第 1背鰭の棘は黒色素胞に覆わ

れる．第 1背鰭の鰭膜上には，棘に沿って黒色素胞が並ぶ．

第 2背鰭の鰭膜上には軟条に沿って黒色素胞が並ぶ．第 1

から第 6あるいは第 7軟条にかけての第 2背鰭下部には黒

色素胞が密集し，小黒色斑をなす．臀鰭軟条上には黒色素

胞が並ぶが，後方の軟条に向かうにつれて少なくなる．ま

た，それらの軟条の基部には黒色素胞がない．尾鰭基底に

黒色素胞が密集し，淡く青みがかった半月型の黒色斑をな

す．尾鰭には黒色素胞が散在し，縁辺部でやや多い．胸鰭

膜上には鰭条に沿って黒色素胞が並ぶ．胸鰭基底上端には

黒色素胞があるが密集せず，小黒点をなさない．腹鰭には

黒色素胞が全くないか，第 1から第 3軟条の中央部付近に

わずかにある．

ホルマリン固定後（Fig. 3B）：吻部から尾柄部にかけて

の体背面は黒褐色で，体側は淡い黄褐色．鰓蓋は赤みの強

い淡い褐色．鰓蓋直後から臀鰭起部にかけての体腹部は白

色．体には黒色素胞が散在し，体背面ほど密に分布するが

下部では少なく，腹鰭起部から臀鰭起部にかけての腹部に

はない．眼の下方から鰓蓋にかけて黒色素胞が密に分布す

る．瞳孔は白色半透明で，虹彩は灰色．尾鰭基底の半月型

黒色斑は鮮時より明瞭となるが，青みは消える．各鰭の黒

色素胞の状態は鮮時と同様．

分布　アフリカからマルキーズ諸島，ツアモツ諸島
にかけてのインド・太平洋に広く分布する（Harrison and 

Senou, 1999）．国内では茨城県日立市大川河口および大洗

町大洗漁港（本研究），和歌山県南部（武内ほか，2011），

瀬戸内海（瀬戸内海水産開発協議会，1997），屋久島

（Motomura and Harazaki, 2017），沖永良部島（Motomura 

and Uehara, 2020），沖縄島（瀬能，2013），伊良部島（吉

Fig. 3. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Moolgarda engeli from Oarai Fishing Port, Oarai, Higashiibaraki, Ibaraki Prefecture, 
Japan (HUMZ 231798, 28.2 mm SL).
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郷ほか，2005），石垣島（瀬能，2013），西表島（瀬能・鈴

木，1980）などから記録されている．

備考　本標本は両唇が滑らかであること，主上顎骨後
端が口角部をはるかに超え，閉口時は溝の中に収納され露

出しないこと，頭部背面の最前部の鱗が前鼻孔よりも前に

達すること，胸鰭基底上端には黒色素胞があるが密集せず，

小黒点をなさないこと，縦列鱗数が 31–32，横列鱗数が 10

であることが，Harrison and Senou (1999)，瀬能（2013）お

よび瀬能（2014b）が示したモンナシボラ M. engeliの特徴

とよく一致したため，本種に同定された．また，本標本に

おける第 2背鰭起部が臀鰭第 4軟条基部直上に位置する状

態は，Harrison and Senou (1999)が示した第 2背鰭起部が

臀鰭第 3軟条基部直上付近に位置するという特徴と概ね一

致する． 

これまで知られていた本種の分布北限は和歌山県南部

であった（武内ほか，2011）．したがって，本研究で得ら

れた標本は茨城県初記録であると同時に，これらのうち茨

城県日立市大川河口で得られた標本は，本種の分布北限記

録となる．

Moolgarda seheli (Forsskål, 1775)

タイワンメナダ
（Fig. 4A, B; Table 1）

標本　HUMZ 231792，30.4 mm SL，茨城県東茨城郡大

洗町（大洗漁港），2019年 10月 15日，大森健策；HUMZ 

231794，29.1 mm SL，茨城県東茨城郡大洗町（大洗漁港），

2020年 8月 26日，外山太一郎；HUMZ 231796, 32.4 mm 

SL，HUMZ 231797, 31.1 mm SL，HUMZ 231800，27.7 mm 

SL，茨城県東茨城郡大洗町（大洗漁港），2020年 8月 30

日，外山太一郎・山崎和哉；HUMZ 231807，31.8 mm SL，

茨城県東茨城郡大洗町（大洗漁港），2020年 10月 11日，

外山太一郎；HUMZ 231808，31.4 mm SL，HUMZ 231809，

29.4 mm SL，茨城県日立市久慈町（茂宮川河口），2020年

10月 17日，山崎和哉；HUMZ 231810，30.1 mm SL，茨城

県北茨城市大津町（大津漁港），2020年 10月 24日，外山

太一郎；HUMZ 231811，34.7 mm SL，茨城県東茨城郡大

洗町（大洗漁港），2020年 11月 7日，外山太一郎．

記載　標本の計数値と計測値の SLに対する百分率を

Table 1に示した．体は細長い紡錘形．頭部はやや側扁し，

体は後方に向かうにつれてさらに側扁する．上顎は下顎の

先端をわずかに越えるか同程度．上唇はやや厚い．両唇は

滑らか．主上顎骨後端は口角部をはるかに超え，閉口時は

溝の中に収納され露出しない．吻長は眼径よりも短い．眼

の上縁は胸鰭基底上端よりわずかに上方か同程度の高さに

位置する．脂瞼はあまり発達せず，眼窩前方に三日月型の

ゼラチン様組織がわずかにあり，虹彩の前部をごくわずか

に覆う．涙骨下縁は緩やかに湾入する．頭部背面の最前部

の鱗は後鼻孔に達しない．第 1背鰭起部は体の中間よりや

や後方に位置し，吻端よりも尾鰭基底に近い．第 2背鰭起

部は臀鰭第 1あるいは第 2軟条基部直上，または両軟条間

の直上に位置する．胸鰭基底上端は鰓孔上端の後方，体側

正中線より上方に位置する．胸鰭先端は尖り，胸鰭長は頭

長より短い．腹鰭起部は胸鰭基底下端の直下より後方，胸

鰭上縁の中央部付近に位置する．腹鰭は短く，臀鰭起部に

達しない．尾鰭後縁は湾入する．肛門は臀鰭直前に位置す

る．

色彩　鮮時（Fig. 4A）：吻部から尾柄部にかけての体背

面は淡い黒褐色．体側正中線よりもやや背側付近はわずか

に黄褐色．眼の下方から体腹部にかけては一様に銀白色．

瞳孔は黒色で，虹彩は橙色だが部分的に銀白色．第 1背鰭

の棘は黒色素胞に覆われるが，第 4棘は覆われない個体も

いる．第 1背鰭の鰭膜上には，棘に沿って黒色素胞が並ぶ

が，第 4棘に沿う鰭膜上には黒色素胞がない個体もいる．

第 2背鰭の鰭膜上には軟条に沿って黒色素胞が並ぶ．第 2

背鰭の下部に黒色素胞が密集し，黒色斑をなす．臀鰭軟条

上には黒色素胞が全くないか，黒色素胞が並び後方の軟条

に向かうにつれて少なくなる．臀鰭軟条上に黒色素胞が並

ぶ場合，軟条の基部には黒色素胞がない．尾鰭基底に黒色

素胞が密集し，淡く青みがかった半月型の黒色斑をなす．

尾鰭には黒色素胞が散在し，縁辺部でやや多い．胸鰭膜上

には鰭条に沿って黒色素胞が並ぶが，下方に向かうにつれ

て少なくなる．胸鰭基底上端には黒色素胞があるが，密集

して小黒点をなす個体と密集しない個体がいる．腹鰭には

黒色素胞が全くないか，第 1軟条の中央部付近にわずかに

ある．

ホルマリン固定後（Fig. 4B）：吻部から尾柄部にかけて

の体背面は黒褐色で，鰓蓋および体側は黄褐色．鰓蓋直後

から臀鰭起部にかけての体腹部は白色あるいは淡い黄褐

色．体には黒色素胞が散在し，体背面ほど密に分布するが

下部ではやや少ない．眼の下方から鰓蓋にかけて黒色素胞

が散在し，下部ほど少ない．臀鰭基底付近に黒色素胞が線

状に集合する．瞳孔は白色半透明で，虹彩は黒色あるいは

灰色．尾鰭基底の半月型黒色斑は鮮時より明瞭となるが，

青みは消える．各鰭の黒色素胞の状態は鮮時と同様．

分布　アフリカ東部，紅海からマルキーズ諸島にかけ
てのインド・太平洋に広く分布する（Harrison and Senou, 

1999）．国内では茨城県北茨城市大津漁港，日立市茂宮川

河口および大洗町大洗漁港（本研究），神奈川県鶴見川河

口（横浜市環境科学研究所，2014），静岡県瀬戸川・菊川（荒

尾ほか，2008），和歌山県南部（武内ほか，2011），土佐湾（木

下，1993），口永良部島（木村ほか，2017），屋久島（Motomura 

and Harazaki, 2017），奄美大島（Nakae et al., 2018），喜界

島（Fujiwara and Motomura, 2020），沖永良部島（Motomura 
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and Uehara, 2020），与論島（瀬能，2014b），沖縄島（鳥居

ほか，2011），久米島（吉郷・中村，2003），渡嘉敷島（田

中ほか，2020），伊良部島（吉郷ほか，2005），石垣島（神

田ほか，2009），西表島（瀬能・鈴木，1980），与那国島（Koeda 

et al., 2016）などから記録されている．

備考　本標本は両唇が滑らかであること，主上顎骨後
端が口角部をはるかに超え，閉口時は溝の中に収納され露

出しないこと，第 2背鰭の下部に黒色素胞が密集し，黒色

斑をなすこと，尾鰭基底に黒色素胞が密集し，半月型の黒

色斑をなすこと，縦列鱗数が 38–39，横列鱗数が 12であ

ることが，Harrison and Senou (1999)，瀬能（2013）および

木下・瀬能（2014a）が示したタイワンメナダ M. seheliの

特徴とよく一致したため，本種に同定された．また，本標

本における第 2背鰭起部が臀鰭第 1あるいは第 2軟条基部

直上，または両軟条間の直上に位置する状態は，Harrison 

and Senou (1999)が本種の特徴として示した第 2背鰭起部

が臀鰭起部あるいはその直後の直上に位置するという点と

一致する．なお，本種の特徴として胸鰭基底上端に黒色斑

（あるいは黒青色斑）があることがよく挙げられるが（例

えば，Harrison and Senou, 1999），本標本の中には胸鰭基底

上端に黒色素胞が密集して小黒点をなす個体と密集しない

個体の両方がみられた．木下・瀬能（2014a: 527，上段の図）

で図示された 28.3 mm SLの個体からは，本標本における

胸鰭基底上端に黒色素胞が密集しない個体と同様の状態が

見てとれることから，この特徴は稚魚のうちは発達せず，

成長に従い現れるものであり，本標本の中には両方の状態

の個体が混在していると考えられた．

Gomyo et al. (1994: table 1)およびNanami and Endo (2007: 

table 1)は，茨城県神栖市の砂浜海岸で採集された仔稚魚

の種リストに本種を含めており，その体長範囲はそれぞ

れ 11.9–22.9，14.0–19.0 mm SLであるとした．これらは沖

縄島の海岸で得られているタイワンメナダ加入個体の最小

体長 25.3 mm SLよりも明らかに小型であり（福地，未発

表データ），沖縄島よりもはるかに黒潮の下流側である茨

城県沿岸において，より小型の個体が出現するとは考えに

くい．一方で，メナダおよびセスジボラは全長 10 mm前

後の個体が沿岸域に加入することが知られており（木下，

1993: table 2），第 1背鰭の位置や縦列鱗数などの形態的特

徴がタイワンメナダとよく似ている（木下，2014a, b）．こ

れら 2種の稚魚は体側正中線上に黒色縦帯があるという点

でタイワンメナダの稚魚と異なるが（木下，2014a, b；木

下・瀬能，2014a），この黒色縦帯は成長に伴い，両種とも

稚魚期のうちに不明瞭になる（Yoshimatsu et al., 1992: fig. 2, 

1993: fig. 3）．特に生時のセスジボラでは全長 10 mm前後

Fig. 4. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Moolgarda seheli from Oarai Fishing Port, Oarai, Higashiibaraki, Ibaraki Prefecture, 
Japan (HUMZ 231792, 30.4 mm SL).
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とかなり小型な段階において，体表がグアニンに覆われる

ことで黒色縦帯が不明瞭になり始める．よって、これらの

報告においてタイワンメナダとされた個体は，メナダある

いはセスジボラである可能性があるが，いずれの報告も標

本に基づかず，形態の記載を伴わないことから検証が不可

能である．以上より，本研究ではこれら 2報を茨城県にお

ける本種の分布記録として扱わず，既知の分布北限は，神

奈川県鶴見川河口であると結論づけた（横浜市環境科学研

究所，2014）．したがって，本研究で得られた標本は茨城

県初記録であると同時に，これらのうち北茨城市大津漁港

で得られた標本は，本種の分布北限記録となる．

Oedalechilus labiosus (Valenciennes, 1836)

ワニグチボラ
（Fig. 5A, B; Table 1）

標本　HUMZ 231804，36.3 mm SL，HUMZ 231805，28.5 

mm SL，茨城県ひたちなか市平磯町地先の磯，2020年 10

月 3日，外山太一郎・山崎和哉．

記載　標本の計数値と計測値の SLに対する百分率を

Table 1に示した．体は太短い紡錘形．頭部と体前方断面

は円筒形に近く，体は後方に向かうにつれて側扁する．腹

縁は背縁よりも丸みを帯び，船底型を呈す．上顎は下顎の

先端を越える．上唇はやや厚い．上唇下部および下唇前

縁はやすり状．主上顎骨後端は口角部をはるかに超え，閉

口時に露出する．吻長は眼径よりも短い．眼の上縁は胸鰭

基底上端よりも上方に位置する．脂瞼はあまり発達せず，

眼窩前方にのみ三日月型のゼラチン様組織がわずかにあ

る．HUMZ 231804では涙骨下縁に V字状の欠刻があるが，

HUMZ 231805ではそれが浅く，V字状を呈さない．頭部

背面の最前部の鱗は後鼻孔に達しない．第 1背鰭起部は体

の中間より後方に位置し，吻端よりも尾鰭基底に近い．第

2背鰭起部は臀鰭第 6軟条基部直上に位置する．胸鰭基底

上端は鰓孔上端の後方，体側正中線より上方に位置する．

胸鰭先端は尖り，胸鰭長は頭長より短い．腹鰭起部は胸鰭

基底下端の直下より後方，胸鰭上縁の中央部付近に位置す

Fig. 5. Fresh (A) and preserved (B) specimen of Oedalechilus labiosus from Hiraiso, Hitachinaka, Ibaraki Prefecture, Japan (HUMZ 
231804, 36.3 mm SL).
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る．腹鰭は短く，臀鰭起部に達しない．尾鰭後縁は浅く湾

入する．肛門は臀鰭直前に位置する．

色彩　鮮時（Fig. 5A）：吻部から尾柄部にかけての体背

面は淡い黒褐色．体側正中線よりもやや背側付近は黄色味

が強い黄褐色で，下方に向かうにつれて薄くなる．眼の下

方から体腹部にかけては一様に銀白色．眼の後方から鰓蓋

中央部に黒色素胞が散在する．瞳孔は黒色で，虹彩の大

部分は銀白色だが上部および下部の一部が橙色．第 1背鰭

の第 1–3棘とその後方の鰭膜上に黄色素胞と黒色素胞が並

ぶ．第 2背鰭に黄色素胞と黒色素胞が散在するが，上後部

にはない．臀鰭前部に黄色素胞と黒色素胞が散在するが，

基部と後部にはない．尾鰭には黄色素胞と黒色素胞が散在

し，黄色素胞は後方ほど多いが，縁辺部にはまったくない．

胸鰭上部に黄色素胞と黒色素胞が散在する．胸鰭基底上端

に黒色素胞が密集し小黒点をなす．腹鰭に黄色素胞および

黒色素胞はない．

ホルマリン固定後（Fig. 5B）：鮮時にあった黄色素胞は

全て消える．吻部から尾柄部にかけての体背面は黒褐色で，

体側は淡い褐色．眼の下方から臀鰭起部にかけての体腹部

は白色．眼の後方から鰓蓋中央部に散在する黒色素胞は鮮

時に比べやや明瞭となる．体には黒色素胞が散在し，体背

面ほど密に分布するが下部ほど少ない．臀鰭および尾鰭基

底付近に黒色素胞が線状に集合する．瞳孔は白色半透明で，

虹彩は黒色．第 1背鰭の第 1–3棘とその後方の鰭膜上に黒

色素胞が並ぶ．第 2背鰭に黒色素胞が散在し，前方ほど濃

く，上後部にはない．臀鰭前部に黒色素胞が散在するが，

基部と後部にはない．尾鰭には黒色素胞が散在する．胸鰭

上部に黒色素胞が散在する．胸鰭基底上端に黒色素胞が密

集し小黒点をなす．腹鰭に黒色素胞はない．

分布　紅海，マダガスカルからサモアにかけてのイン
ド・太平洋に広く分布する（Harrison and Senou, 1999）．

国内では茨城県ひたちなか市平磯（本研究），千葉県小

湊（中村，1937；岡部，1996），神奈川県城ヶ島（岡部，

1993），静岡県浜名湖（北原ほか，2019），土佐湾（木下，

1993），高知県以布利（前田，2001a），日向灘（Iwatsuki 

et al., 2017），兵庫県および山口県の日本海側（河野ほか，

2014），八丈島（Senou et al., 2002），口永良部島（木村ほ

か，2017），奄美大島（Nakae et al., 2018），喜界島（Fujiwara 

and Motomura, 2020）， 徳 之 島（Mochida and Motomura, 

2018），沖永良部島（Motomura and Uehara, 2020），与論島

（瀬能，2014c），沖縄島（鳥居ほか，2011），下地島（吉郷

ほか，2005），石垣島（神田ほか，2009），与那国島（Koeda 

et al., 2016）などから記録されている．

備考　本標本は腹縁が背縁よりも丸みを帯び，船底
型を呈すること，上唇下部および下唇前縁がやすり状で

あること，涙骨下縁に V字状の欠刻があること（HUMZ 

231804のみ），主上顎骨後端が口角部をはるかに超え，閉

口時に露出すること，尾鰭後縁が浅く湾入すること，縦

列鱗数が 32–33，横列鱗数が 11であることが，Harrison 

and Senou (1999)，瀬能（2013），木下・瀬能（2014b）お

よび瀬能（2014c）が示したワニグチボラ O. labiosusの特

徴とよく一致したため，本種に同定された．なお，HUMZ 

231805では涙骨下縁の欠刻が浅く V字状を呈さないが，

本標本は 28.5 mm SLと小型であるため，欠刻が未発達で

あると推測された．

これまで知られていた本種の分布北限は千葉県小湊で

あった（中村，1937；岡部，1996）．なお，中村（1937）

においてワニグチボラ O. labiosusとして記載された種は

ないが，ナンヨウメナダ Mugil troscheli Bleeker, 1858（= 

Mugil macrolepis Smith, 1846の新参異名）として記載され

ている個体はワニグチボラの誤同定である（瀬能，2013）．

したがって，本研究において茨城県ひたちなか市平磯で得

られた標本は，茨城県初記録であると同時に，本種の分布

北限記録となる． 

考　　察
本研究において茨城県で採集されたフウライボラ，モ

ンナシボラ，タイワンメナダおよびワニグチボラの 4種（以

降，ボラ科 4種と表現する）は，いずれもインド・太平

洋の熱帯・亜熱帯域を中心に分布し（Harrison and Senou, 

1999），国内における成魚の記録は琉球列島のみで，九州

以北の太平洋沿岸では稚魚あるいは未成魚の記録しかない

（瀬能，2013）．ボラ科 4種の本州・四国以北の太平洋沿岸

域における記録のうち，体長に関する記述があるか，ある

いは標本の写真が掲載されている報告として，中村（1937）

［千葉県小湊，ワニグチボラ，フウライボラ］，林ほか（1992）

［伊豆半島須崎，フウライボラ］，木下（1993）［土佐湾，

ワニグチボラ，タイワンメナダ］，岡部（1994）［神奈川県

城ヶ島，ワニグチボラ，フウライボラ］，岡部（1996）［千

葉県小湊，ワニグチボラ，フウライボラ］，水野ほか（1999）

［愛媛県来村川，フウライボラ］，前田（2001a, b）［高知県

以布利，ワニグチボラ，フウライボラ］，荒尾ほか（2008）

［静岡県瀬戸川・菊川，タイワンメナダ］，河野ほか（2011）

［東京湾，フウライボラ］，横浜市環境科学研究所（2014）

［神奈川県鶴見川河口，タイワンメナダ］，北原ほか（2019）

［静岡県浜名湖，ワニグチボラ，フウライボラ］および本

研究［茨城県，ワニグチボラ，フウライボラ，タイワンメ

ナダ，モンナシボラ］が挙げられるが，いずれも稚魚・未

成魚の記録であり，成魚の記録は見当たらない．これらは

黒潮の影響を受ける地域であり，成魚の記録が一切ないこ

とから，以上の記録は黒潮を介した無効分散であり，茨城

県沿岸を含む当該地域に定着している可能性は低いと考え

られる．なお，黒潮は通常，本州太平洋沿岸に沿って北東

へと流れ，犬吠埼以東では黒潮続流となって東へ向かうた
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め，茨城県海域付近では陸域から離れる（久保，1988；小

日向，2010）．一方で，本県海域では黒潮系の暖水が暖水

舌や黒潮分派として沿岸へ波及する現象が知られているた

め（友定・久保，1976；久保・友定，1982），本研究で採

集された個体は，このような黒潮からの派生流によって本

県沿岸まで輸送されたと推測される．

前述の通り茨城県における魚類相の報告は多数あるが

（例えば，浅野ほか，1955；水資源開発公団・資源科学研

究所，1968；中村，1989；堀，1996；稲葉ほか，1996；稲葉，

1997；舟橋，2007），ボラ科 4種はいずれの報告にもなく，

本研究で初めて確認された．これにはいくつかの原因が考

えられる．まず一つ目に，本研究以前から茨城県沿岸に出

現していたが，他のボラ科魚類と識別されていなかった可

能性が挙げられる．ボラ科魚類は形態的に類似した種が多

く，特に仔稚魚の同定が難しいことで知られる（Thomson, 

1997）．事実，Gomyo et al. (1994)および Nanami and Endo 

(2007)におけるタイワンメナダの記録は，他種との形態や

色彩の類似に起因した誤同定の可能性が高い（タイワンメ

ナダの備考を参照）．したがって，茨城県の魚類相に関す

る先行研究において，ボラ科 4種が採集された場合があっ

ても，本県沿岸に出現するボラ，セスジボラおよびメナダ

といった他のボラ科魚類と混同されていた可能性がある．

二つ目に，ボラ科 4種の本県沿岸での出現が比較的稀であ

り，採集される機会が少ないか，あるいは全くなかった可

能性が挙げられる．以前より記録があった地域に比べ，茨

城県沿岸は黒潮の下流側に位置する．前述のとおり，本研

究で採集されたボラ科 4種は，黒潮を介して本県沿岸まで

到達したと考えられるが，長い距離を輸送される間に被食

などによる減耗や，流された先で沿岸への加入が起こり，

その個体数は下流に向かうにつれて徐々に減少すると推測

される．また，本県沿岸は黒潮系の暖水と親潮系の冷水が

接して顕著な潮境を形成し，流れの分布や水塊の配置が極

めて複雑な海域である（久保，1988）．このような流れや

水塊配置の複雑さは，黒潮によって運ばれた仔稚魚が沿岸

まで辿り着く確率を下げる要因となりうる．よって，本県

沿岸ではボラ科 4種の出現が稀であり，採集されるケース

は少なかったか全くなかっただろうと推測される．
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ミュージアムパーク茨城県自然博物館（編）茨城県自然博物館第
4次総合調査報告書．ミュージアムパーク茨城県自然博物館，坂
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